
１ 
 

 
 

３ 

空
欄
の
前
後
の
言
葉
を
手
が
か
り
に
し
て
考
え
る
。
そ
れ
ぞ
れ
空
欄
の
後
に
「
の
も
い
や
」「
と
思
わ
れ
な
い
よ
う
」

と
あ
る
。
本
文
中
に
こ
れ
ら
の
表
現
と
同
じ
、
ま
た
は
、
似
た
よ
う
な
表
現
が
な
い
か
を
探
す
。 

  

２ 
 

１ 

直
後
に
「
坂
戸
君
」
の
こ
と
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。 

 

２ 

空
欄
の
前
後
の
言
葉
を
手
が
か
り
に
し
て
考
え
る
。
空
欄
の
後
に
「
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
し
か
せ
ず
」
と
あ
る
。

坂
戸
君
は
何
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
し
か
し
な
い
の
か
を
考
え
る
。 

 

 
 

３ 

空
欄
の
前
後
の
言
葉
を
手
が
か
り
に
し
て
考
え
る
。 
Ⅰ 

に
は
、
坂
戸
君
の
態
度
が
、 

Ⅱ 

に
は
、
そ
の
態
度

に
「
私
」
は
ど
う
し
て
い
る
（
思
っ
て
い
る
）
か
が
入
る
。 

  

３ 
 

 
 

１ 

こ
こ
で
の
「
燃
え
た
」
は
「
あ
る
感
情
に
動
か
さ
れ
て
、
気
持
ち
が
高
ぶ
る
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

  
 

２ 
―
―

線
部
②
の
直
前
か
ら
「
私
」
の
状
況
を
読
み
取
る
。 

  
 

３ 
―
―

線
部
③
の
直
前
か
ら
「
美
和
子
」
の
様
子
を
読
み
取
る
。
「
ど
の
よ
う
な
態
度
」
と
問
わ
れ
て
い
る
の
で
、
文

末
は
「
態
度
」
と
す
る
。 

                  

 

 
 

小
説
文
（
友
情
） 

ヒ
ン
ト
プ
リ
ン
ト 

 
 
 
 
 

本
体 

Ｐ 
 

～ 

氏 

名 

実
施
日 

 
 

年 
 
 

月 
 
 

日 



 

 
 

 
 

２ 
二
字
熟
語
の
成
り
立
ち
に
は
、
次
の
よ
う
な
種
類
が
あ
る
。 

 

  
 

３ 

文
節
ど
う
し
の
関
係
に
は
、
次
の
よ
う
な
種
類
が
あ
る
。 

            

                 

上
の
漢
字
が
主
語
、
下
の
漢
字
が
述
語
に
な
っ
て
い
る
も
の
。 

上
の
漢
字
が
下
の
漢
字
を
修
飾
す
る
も
の
。 

下
の
漢
字
が
上
の
漢
字
の
目
的
や
対
象
を
表
す
も
の
。 

意
味
が
対
に
な
る
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
。 

似
た
意
味
の
漢
字
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
も
の
。 

（
例
）
「
頭
痛
」
「
地
震
」
「
骨
折
」 

（
例
）
「
国
宝
」
「
海
底
」
「
再
会
」 

（
例
）
「
読
書
」
「
帰
国
」
「
登
山
」 

（
例
）
「
上
下
」
「
寒
暖
」
「
損
得
」 

（
例
）
「
創
造
」
「
獲
得
」
「
増
加
」 

補
助
の
関
係 

並
立
の
関
係 

修
飾
・
被
修
飾
の
関
係 

主
述
の
関
係 

本
来
の
意
味
が
薄
れ
、
前
の
文
節
に
補
助

的
な
意
味
を
添
え
る
だ
け
に
な
っ
た
文 

節
と
そ
の
直
前
の
文
節
と
の
関
係
。 

文
節
ど
う
し
が
対
等
に
並
ぶ
関
係
。 

他
の
文
節
の
内
容
を
詳
し
く
説
明
す
る 

文
節
と
修
飾
さ
れ
る
文
節
の
関
係
。 

文
全
体
の
中
で
、
主
語
を
表
す
文
節
と
述

語
を
表
す
文
節
の
関
係
。 

（
例
）
あ
の 

人
を 
知
っ
て 

い
る
。 

（
例
）
小
さ
く
て 

か
わ
い
い 

花
だ
。 

（
例
）
大
き
な 

犬
を 

飼
う 

（
例
）
私
は 

中
学
二
年
生
だ 


